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Ｈ

・
７
　
　
　
　
　
　
ノ

康

　
経
済
と
技
術
と
の
間
に
は
、
極
め
て
深
い
関
係
が
存
す
る
こ

と
は
云
う
迄
も
な
い
処
で
あ
る
か
、
此
の
意
味
に
於
い
て
、
工

業
史
、
特
に
抜
術
史
の
研
究
は
之
を
等
閑
税
し
得
な
い
の
で
あ

る
。
然
る
に
、
此
の
方
面
の
文
献
の
紹
介
さ
れ
し
も
の
、
従
来

必
ず
し
も
多
か
ら
ざ
る
現
況
に
見
て
、
こ
こ
に
、
ビ
ュ
ッ
ヘ
ル

の
国
民
終
済
成
立
起
源
論
中
の
一
文
を
、
共
の
大
意
に
よ
り
、

細
介
し
た
次
第
で
あ
る
（
穴
．
雲
・
ざ
二
巨
・
旨
暮
｝
仁
轟
亭
・

　
く
ｏ
－
汀
ミ
享
さ
サ
ら
一
一
Ｎ
峯
ｏ
宗
ｏ
Ｃ
Ｏ
ｐ
昌
冒
巨
目
胴
一
〇
〇
一
＞
巨
－
一
Ｃ
〇
一
－
お
一
里
目

　
＞
星
。
。
ｏ
－
；
奉
”
畠
ら
ｇ
ｏ
ｏ
ミ
ｏ
｝
品
ｇ
○
ま
ｏ
～
ｏ
．
）
。

　
書
籍
商
及
び
印
刷
の
歴
史
は
、
久
し
き
以
来
、
熱
心
に
研
究

さ
れ
て
来
た
の
で
あ
る
が
、
製
木
業
の
歴
史
的
研
究
に
至
っ
て

は
、
殆
ど
是
に
触
れ
た
者
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
　
「
独
逸
杵

店
歴
史
年
報
」
　
（
＞
８
巨
婁
　
旨
Ｈ
ま
Ｏ
　
０
９
０
＝
｝
Ｏ
｝
箒
　
工
實

宗
巨
竃
了
昌
宙
冒
事
曇
目
｝
Ｏ
－
。
。
）
第
一
巻
に
於
い
て
公
に
さ
れ
た

処
の
エ
ル
・
シ
ュ
テ
ッ
ヘ
ェ
（
戸
○
０
８
ｏ
矛
）
の
「
製
本
の
歴
史
」

（
Ｎ
毒
Ｑ
ｇ
Ｏ
巨
Ｏ
｝
毒
０
９
夷
巨
Ｏ
亭
｛
冒
一
き
目
』
２
）
と
題
す
る
其

の
美
術
工
芸
の
方
面
の
労
作
を
除
い
て
は
、
吾
人
の
見
る
処
を

以
て
す
れ
ば
、
近
代
に
於
い
て
は
、
製
本
の
歴
史
灼
研
究
に
搾

げ
ら
れ
た
棚
査
は
一
も
な
い
の
で
あ
る
。
ブ
レ
デ
イ
ガ
ー
（
－
、
篶
－

害
零
『
）
の
か
な
り
古
い
記
述
（
旨
・
亭
一
己
ｇ
量
己
司
；
ｇ
・
一
昌
凹
．

。
一
膏
Ｈ
虞
り
・
＞
目
姜
ぎ
奏
Ｎ
…
害
・
亭
一
己
ｇ
ぎ
量
－
ぎ
Ｎ
）
及
び
ブ

ユ
ッ
キ
ン
グ
（
－
さ
ｏ
迂
奏
）
の
労
作
（
一
）
庁
穴
…
。
。
一
ら
２
旨
｝
．

９
目
宗
。
。
ら
一
ｇ
ま
；
轟
閉
．
ｚ
ｏ
毒
＞
巨
一
お
ｏ
○
。
ｓ
「
茅
；
ぎ
、
］
ｏ
◎
◎
べ
．
）
は
、

製
本
茱
の
光
迷
に
刈
す
る
実
際
的
万
面
の
人
門
火
」
」
る
に
過
ぎ



■

な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
歴
史
的
方
面
の
考
察
に
至
っ
て
は
、

唯
第
二
次
的
に
接
触
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
官
房

技
術
上
の
百
科
全
書
の
類
が
若
干
此
の
問
題
に
触
れ
て
居
る
し
、

（
例
え
ば
、
Ｏ
守
Ｏ
県
昌
・
言
｝
目
目
昌
睾
－
｛
ユ
穴
三
ま
Ｆ
弓
巴
く
月

ｏ
ｏ
．
旨
ｏ
串
及
び
宙
ｏ
お
｛
畠
２
２
一
９
勺
◎
豪
２
Ｈ
巨
目
ユ
０
９
昌
ｏ
§
－
１
－
く
讐
…
ｏ
ｑ
四
．

ま
一
。
。
・
。
。
さ
ｐ
）
更
ら
に
、
近
頃
に
な
っ
て
は
、
記
念
祝
典
の

折
に
発
刊
さ
れ
た
処
の
個
々
の
都
市
の
同
業
組
合
史
が
、
此
の

間
題
を
取
扱
つ
て
居
る
の
で
あ
る
（
ヨ
・
幸
３
冒
・
ｏ
塞
葦
一
ま

｛
ｇ
零
『
－
ぎ
２
籟
篶
三
Ｅ
冒
宗
『
ぎ
…
お
〔
旨
旨
雲
吻
ミ
竃
〕
一
冒
邑
ぎ
－
ｏ
◎

ｏ
◎
～
穴
肖
ｏ
ポ
９
；
；
寿
〔
８
『
民
篶
；
一
ぎ
宗
｝
二
；
箒
ｏ
ｑ
昌
■
ｏ
号
Ｎ
ポ
一
Ｈ
ｏ
ｏ
轟
．
）

然
し
、
是
等
の
向
著
作
は
極
め
て
不
完
全
な
も
の
で
あ
り
、
歴

史
的
研
究
の
必
要
欠
く
可
か
ら
ざ
る
前
提
条
件
が
、
著
者
に
は

欠
け
て
居
る
の
で
あ
る
。
か
く
見
来
れ
ば
、
製
本
工
業
に
関

す
る
歴
史
的
研
究
は
、
そ
の
半
ば
完
全
な
も
の
に
譲
歩
し
て
も
、

吾
人
は
是
を
有
せ
ず
、
此
の
点
、
仏
蘭
人
の
方
が
逢
か
に
卓
越

せ
る
も
の
を
持
つ
の
で
あ
る
（
豊
富
な
る
仏
蘭
酉
の
蔵
書
家
文

献
を
見
れ
ば
、
製
本
の
歴
史
及
び
詳
細
な
方
法
に
於
け
る
製
本

屋
の
記
載
が
求
め
ら
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
仏
蘭
西
製
本
業
の
発

　
　
　
工
業
史
の
一
断
片
（
一
）
　
（
淡
川
）

展
に
関
す
る
基
本
的
文
献
の
多
数
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

今
、
其
の
主
な
る
も
の
を
挙
ぐ
れ
ば
、
次
の
如
く
で
あ
る
。
、
．

　
戸
茅
；
；
一
３
■
、
＞
暮
宗
庁
寄
；
冒
ｓ
宇
竃
・
・
書
・
宗
恥

討
冨
ｏ
７
ｏ
－
員
勺
弩
ポ
Ｈ
ｏ
◎
¢
壮
．
○
．
ヨ
；
篶
戸
雲
昌
寺
。
。
；
－
饅
宍
２
…
ｏ

ら
２
巨
；
２
ｇ
。
。
；
－
２
８
一
－
８
ユ
ｏ
舅
〔
一
〇
プ
亭
豪
で
匡
－
ｏ
。
。
８
三
ミ
２
一

霊
旨
ｓ
；
－
ｏ
ｏ
轟
．
竃
一
…
庁
ざ
ｒ
Ｈ
ら
カ
〇
一
、
昌
弓
～
竃
｛
ぎ
亭
毛
サ

。
ま
毒
邑
冒
・
一
二
、
ヲ
亘
罵
矛
言
毛
、
二
・
書
ま
×
＜
昌
、
乱
．

－へ
６
一
９
霊
ま
崖
ｏ
◎
○
．
寿
『
。
。
ｏ
亭
ｏ
夏
勾
竺
；
ｏ
？
§
｛
一
灼
ｏ
８
ヨ
ヨ
ｏ
己
－

巴
ｏ
〇
二
ま
妄
三
竺
ｏ
寺
弓
三
二
、
サ
き
ま
ｓ
寺
－
．
－
昌
で
ユ
昌
ｏ
ユ
ｏ
し
易
．

・
宅
。
纈
目
婁
盲
・
葛
、
邑
二
露
Ｈ
．
是
等
の
も
の
以
外
に
、
尚
ほ
多

数
の
古
い
技
術
上
の
文
献
が
あ
る
（
ｏ
毛
ｏ
；
己
竃
ま
○
…
－

茅
ｓ
弓
ポ
ｏ
巨
目
冒
及
び
巴
里
の
製
本
家
■
婁
み
の
教
訓
的
な

詩
す
ら
挙
げ
る
こ
と
か
ら
出
来
る
。
）
。

　
此
の
間
題
を
一
の
研
究
対
象
に
す
る
こ
と
は
、
や
が
て
次
に

展
開
す
る
紀
述
か
ら
で
も
分
る
如
く
に
、
一
の
商
い
科
学
的
興

味
を
引
く
も
の
で
あ
る
。
か
か
る
興
味
は
、
筆
者
を
し
て
、
約

三
十
年
以
前
に
、
次
の
事
情
を
誘
致
せ
し
め
る
に
至
っ
た
の
で

あ
る
。
即
ち
、
製
本
工
業
組
合
に
現
存
す
る
文
書
及
び
記
録
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
三
（
五
八
五
）
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従
い
、
是
等
記
録
の
系
列
を
研
究
し
、
而
し
て
、
比
較
的
重
要

な
規
則
の
申
か
ら
、
抜
書
を
採
る
こ
と
、
是
で
あ
る
。
此
の
仕

事
を
継
続
し
て
行
く
う
ち
に
、
是
等
資
料
を
補
助
手
段
と
し
て
、

独
逸
に
於
け
る
製
本
工
業
の
全
発
展
の
実
相
を
概
観
す
る
こ
と

が
、
私
に
可
能
と
な
っ
て
来
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
此
の
実

相
は
、
大
体
に
於
い
て
、
事
実
上
の
経
過
に
随
応
す
る
も
の
と

見
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
一
八
八
年
、
チ
ュ
ー
ゼ
ン
ゲ

ン
（
弓
■
圧
素
昌
）
。
に
於
い
て
発
表
し
た
私
の
「
第
十
六
世
紀

か
ら
第
十
九
世
紀
迄
の
フ
ラ
ン
ク
ル
ト
（
享
彗
斤
旨
３
の
製

本
屋
の
制
度
」
（
軍
竃
ミ
葦
９
害
。
亭
ざ
一
。
丁
９
ま
…
胴
昌
。
；
×

く
－
．
穿
×
戻
．
盲
牙
ぎ
己
婁
）
と
題
す
る
論
文
に
於
い
て
、
私
は
先

づ
、
個
々
の
都
市
に
就
い
て
、
此
の
工
業
の
組
織
及
び
発
展
を

描
写
す
る
こ
と
を
試
み
た
の
で
あ
る
。
（
＞
昌
；
・
竃
る
§
目
竃
巨
り

ｏ
・
ム
２
事
一
２
、
辻
穴
仁
量
よ
り
抜
刷
。
・
。
．
茅
膏
－
．
ｃ
り
二
違
－
竈
３
。

そ
の
後
、
此
の
研
究
対
象
は
、
数
年
間
、
私
の
眼
申
か
ら
消
失

し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
漸
く
九
十
年
代
の
終
り
に
至
り
、
再

度
、
此
の
閉
魑
に
復
帰
し
て
来
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
次

の
様
な
必
菓
炸
が
、
私
を
し
て
、
此
の
閉
囲
を
収
扱
う
可
く
誘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
四
（
五
八
六
）

致
し
た
の
で
あ
る
。
即
ち
、
社
会
政
策
連
盟
の
私
へ
の
委
任
に

よ
っ
て
発
行
さ
れ
た
一
，
独
逸
に
於
け
る
手
工
業
の
地
位
に
就
い

て
の
調
査
」
　
（
Ｃ
巨
Ｏ
易
冒
サ
巨
目
帽
昌
Ｃ
す
９
０
｛
Ｏ
■
素
Ｏ
庄
９

目
因
目
ら
考
冒
ぎ
ぎ
Ｕ
２
暮
巨
讐
目
｛
）
に
於
い
て
、
多
く
の
独
逸

の
都
市
に
於
け
る
製
本
業
の
現
今
の
状
態
を
描
写
す
る
必
要
、

是
れ
で
あ
る
。
此
の
調
査
は
、
斯
業
の
現
在
に
於
け
る
状
態
か

ら
描
写
し
初
め
、
更
ら
に
、
一
層
理
解
を
深
か
ら
し
め
る
為
め

に
、
独
逸
に
於
け
る
製
本
業
の
歴
史
に
就
い
て
の
概
観
を
遂
げ

る
必
要
に
追
ら
れ
払
」
の
で
あ
る
（
。
り
｝
。
５
冒
宗
吻
＜
§
一
目
二
一
守

Ｃ
（
・
・
邑
君
睾
ぎ
星
・
雰
一
２
８
↑
－
１
曽
蜆
．
）
。
此
の
研
究
を
遂
行
し
つ

つ
、
私
の
心
に
は
、
一
の
願
望
が
起
っ
て
来
た
の
で
あ
る
。
そ

れ
は
、
私
の
蒐
集
し
た
資
料
を
縦
横
に
駆
使
す
る
こ
と
は
、
私

の
見
透
し
得
る
時
期
に
於
い
て
は
、
私
に
と
つ
て
は
不
可
能
で

あ
る
が
、
是
等
の
資
料
を
、
製
本
業
の
歴
史
に
対
し
て
興
味
を

抱
く
人
々
に
向
っ
て
知
ら
し
め
る
願
い
、
是
れ
で
あ
る
。
か
く

の
如
き
事
情
に
一
ー
ち
至
り
、
一
の
発
表
が
、
　
「
独
逸
書
籍
商
の

歴
史
文
庫
」
（
＞
９
王
く
Ｎ
弓
○
艘
Ｏ
巨
Ｏ
～
Ｏ
ユ
２
工
；
募
｝
昌

茅
弓
才
才
嘗
目
エ
つ
デ
）
に
公
い
て
試
み
ら
れ
（
室
・
×
－
〆
こ
・
・
こ
・
（
６
１



○
。
べ
ｏ
。
・
）
、
其
の
後
、
引
続
い
て
公
表
す
る
積
り
で
あ
っ
た
が
、
此

の
企
図
は
、
前
記
雑
誌
の
廃
刊
と
云
う
予
期
せ
ぬ
出
来
事
に
よ

つ
て
、
中
断
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
か
く
の
如
き
事
情
に
支
配
さ

れ
て
、
私
の
手
申
に
あ
っ
た
の
を
、
千
九
百
三
年
、
ラ
ィ
プ
チ

ィ
ヒ
（
鶉
号
Ｎ
好
）
の
哲
学
部
の
報
告
旦
録
に
於
い
て
、
印
刷

せ
し
め
る
こ
と
を
誘
致
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
此
の
方
法
に
よ
っ

て
、
ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
グ
（
＞
冒
霧
げ
弓
胴
）
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
ー

ア
ム
・
マ
イ
ン
（
勺
『
軍
目
庁
室
鼻
苧
竃
・
）
、
ミ
ュ
。
ン
ヘ
ン
（
竃
饒
早

（
争
９
）
、
ニ
ュ
　
ー
ー
ル
ン
ベ
ル
ク
（
オ
饒
；
牙
売
）
及
び
ウ
ィ
ー

ン
（
≦
昌
量
一
ミ
｛
昌
）
等
に
於
け
る
製
本
同
業
組
合
の
成
立

の
初
期
か
ら
の
規
則
及
ぴ
資
料
を
入
手
す
る
こ
と
が
出
来
た
の

で
あ
る
。
若
し
、
人
あ
っ
て
、
是
に
北
独
逸
都
市
の
印
刷
さ
れ
た

規
則
に
就
い
て
存
す
る
も
の
を
附
加
す
る
な
ら
ば
、
全
独
逸
に

於
け
る
製
本
工
業
の
史
的
発
展
に
関
す
る
一
の
概
観
を
遂
げ
し

め
る
に
足
る
資
料
は
、
其
の
全
き
を
得
る
で
あ
ろ
う
。
以
下
描

写
せ
ん
と
す
る
処
は
、
此
の
発
展
の
線
を
、
最
も
簡
潔
な
形
態

に
於
い
て
引
か
ん
と
す
る
試
み
で
あ
る
。
一
の
工
業
の
全
体
の

歴
史
を
、
そ
の
当
初
か
ら
、
現
今
に
至
る
ま
で
、
詳
し
く
概
観

　
　
　
工
業
史
の
一
嫁
片
（
一
）
　
（
淡
川
）

し
、
而
し
て
、
比
の
歴
史
に
よ
っ
て
、
経
営
形
態
の
全
体
の
系

列
を
具
現
し
得
る
場
合
は
、
産
業
史
に
於
い
て
は
、
屋
々
是
を

見
な
い
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
此
の
論
文
の
再
版
は
、
第
一
集

の
第
四
章
及
ぴ
第
五
章
の
補
論
と
し
て
（
歓
迎
さ
れ
る
処
で
あ

ろ
う
。

　
抑
々
、
書
物
を
書
く
こ
と
及
び
書
き
写
す
こ
と
が
、
そ
う
で

あ
っ
た
多
く
に
、
書
物
を
製
本
す
る
こ
と
も
亦
、
申
世
に
於

い
て
は
、
一
の
僧
院
の
芸
術
で
あ
っ
た
。
僧
侶
の
著
書
に
あ
っ

て
は
、
蕾
に
、
古
文
献
の
調
製
、
法
興
を
書
き
写
す
こ
と
及
ぴ

是
等
の
も
の
を
訂
正
し
、
彩
色
す
る
に
止
ら
ず
、
更
ら
に
進
ん

で
、
表
紙
を
備
付
け
、
叉
は
装
訂
す
る
こ
と
が
企
て
ら
れ
た
の

で
あ
る
。
（
ミ
誉
昌
ま
｝
ｂ
婁
ｃ
ｏ
・
写
弓
一
峯
２
８
｛
昌
竃
｛
毒
－
ま
鼻
ｃ
ｏ
．

§
暮
）
。
事
情
の
如
何
に
よ
っ
て
は
、
此
の
際
、
広
い
範
囲
に
亘

る
分
業
が
行
わ
れ
（
ｏ
・
・
昌
＞
冥
一
〇
§
豪
事
昌
庄
２
穴
竃
８
易

・
。
７
９
昌
２
二
二
．
富
■
屡
）
、
々
、
筆
書
者
と
製
本
者
と
が
、
同
一

人
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
一
四
七
一
年
、
七
人
の
賢
い
親
方
の

書
物
の
申
に
、
彼
の
ハ
ン
ス
・
デ
ィ
ル
ム
シ
ュ
タ
イ
ン
（
葭
甲
舅

冒
；
言
｝
一
）
に
泌
い
て
、
次
の
如
く
誌
さ
れ
て
居
る
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五
（
五
八
七
）

ら
・



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
巻
．
第
五
号
）

の
人
が
其
を
書
き
、
作
り
、
彩
色
し
、
製
本
し
、
而
し
て
完
成

し
た
の
で
あ
る
。

　
中
世
の
末
頃
に
な
っ
て
、
此
処
彼
処
で
、
本
を
作
る
こ
と
の

工
業
的
方
法
が
発
生
す
る
に
至
り
、
か
く
し
て
、
ス
ポ
ン
ハ
ィ

ム
（
○
ｏ
｝
◎
冒
ぎ
｛
昌
）
に
於
け
る
、
ベ
ネ
デ
イ
ク
ト
（
宙
。
目
。
害
匡
）

僧
団
の
僧
侶
に
あ
つ
て
は
、
次
の
規
約
が
守
ら
れ
て
居
た
の
で

あ
る
、
　
「
第
一
の
人
間
が
本
を
訂
正
し
、
第
二
の
人
間
が
此
の

本
を
書
写
し
パ
第
三
の
人
間
が
此
の
本
に
標
題
を
付
し
て
分
章

し
、
第
四
の
人
間
は
旬
読
点
を
打
ち
、
第
五
の
人
間
は
絵
を
施

し
、
更
ら
に
、
他
の
人
間
が
貫
を
打
ち
、
而
し
て
、
是
を
木
材

の
板
の
間
に
は
さ
む
の
で
あ
る
。
第
一
の
人
間
は
是
等
の
板
を

準
備
し
、
第
二
の
人
間
は
皮
革
を
準
備
し
、
第
三
の
人
間
は
金

属
の
板
を
準
備
し
、
此
の
板
は
製
本
を
美
装
す
可
き
も
の
で
あ

る
。
羊
皮
紙
、
ペ
ン
及
び
イ
ン
キ
の
準
傭
に
於
い
て
も
亦
、
同

様
な
事
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
是
等
は
、
何
れ
も
、

主
と
し
て
、
兄
弟
達
の
自
家
需
要
の
為
め
に
行
わ
れ
た
処
の
本

の
製
沽
遍
程
で
あ
る
が
、
然
し
、
此
の
工
程
は
、
個
人
の
為
め
、

即
ち
僧
侶
及
び
俗
人
の
為
め
に
、
一
定
の
賃
銀
を
貰
っ
て
引
受

九
六
（
五
八
八
）

け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
此
の
点
に
於
い
て
、
教
団
の
僧
侶
達
は
、
一
般
の
生
活
へ
最

も
広
い
範
囲
に
亘
つ
て
関
係
し
た
訳
で
あ
り
、
是
等
の
僧
侶
達

は
、
第
十
四
世
紀
の
申
葉
以
来
、
和
蘭
か
ら
北
独
逸
を
経
て
分

布
し
、
か
く
し
て
、
彼
等
は
本
を
製
る
こ
と
を
形
式
的
な
産
業

に
育
成
し
た
の
で
あ
る
（
ミ
警
ｇ
ま
。
Ｆ
ｃ
り
・
～
堅
ウ
｛
一
。
く
。
、
．

己
一
毒
冒
亭
ｇ
｛
ｇ
里
峯
す
一
己
８
ら
・
ｓ
亀
）
。
彼
等
の
立
定
し
た

規
則
の
一
部
に
、
次
の
如
き
も
の
が
あ
る
、
「
本
を
製
本
す
る
為

め
に
は
、
一
人
の
人
間
が
大
学
長
に
よ
っ
て
任
命
さ
る
可
し
。

そ
の
監
督
の
下
に
於
い
て
、
必
要
な
製
本
要
具
が
存
在
す
る
。

此
の
人
は
、
代
理
人
と
共
に
、
木
材
板
、
皮
革
及
ぴ
真
鎌
、
其

の
他
の
必
要
な
材
料
の
為
め
に
、
配
慮
す
可
し
。
か
く
し
て
、

是
等
の
材
料
を
適
当
な
時
期
に
購
入
し
、
そ
の
利
用
を
期
す
可

き
で
あ
る
。
彼
は
、
製
本
さ
る
可
き
本
を
筆
工
か
ら
受
取
り
、
・

彼
は
製
本
さ
れ
た
本
を
次
の
人
へ
渡
し
、
そ
の
人
は
、
そ
の
後
、

そ
の
本
と
引
換
に
、
受
取
っ
た
価
格
を
代
理
人
へ
渡
す
可
き
な

り
」
。
而
し
て
、
通
常
、
僧
院
は
、
金
銭
を
請
け
て
本
を
製
本

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
等
の
収
入
を
改
良
す
可
き
こ
と
に
吝



か
で
な
か
っ
た
こ
と
は
、
充
分
証
明
さ
れ
て
居
る
の
で
あ
る

　
（
く
胴
一
．
・
．
宙
．
ｏ
§
ぎ
。
・
一
｝
竃
宗
－
…
＝
ま
曇
ま
宗
二
ｓ
隼
宙
薫
一

の
．
ｏ
◎
。
。
Ｈ
・
）
。
此
の
制
度
は
、
小
さ
な
都
会
に
於
い
て
は
、
第
十
六
世

紀
迄
維
持
さ
れ
、
カ
ッ
セ
ル
市
（
Ｏ
図
畠
ｏ
－
）
は
、
尚
お
一
五
五

三
年
に
、
一
人
の
僧
侶
の
処
で
、
そ
の
登
録
簿
と
筆
写
簿
と
を

製
本
せ
し
め
た
と
云
う
記
録
が
残
っ
て
居
石
の
で
あ
る
（
Ｏ
琴

８
－
雲
　
Ｃ
ｏ
Ｓ
隼
昌
９
目
；
轟
昌
讐
畠
庄
９
　
Ｎ
２
＜
冒
　
崔
留
－
蜀
轟
一

烹
量
易
ｏ
ｑ
晶
ｏ
『
ｇ
；
目
＞
一
〇
〇
一
◎
－
ｓ
ド
ｇ
〇
一
農
９
－
ｏ
ｏ
｝
）
。
・

　
中
世
に
於
け
る
写
本
の
製
本
は
、
若
し
吾
人
が
古
代
の
金
属
、

真
珠
及
ぴ
宝
石
等
を
以
っ
て
占
め
ら
れ
た
教
会
用
の
豪
華
製
本

を
論
外
と
す
れ
ば
、
強
い
木
材
か
ら
、
皮
革
又
は
羊
皮
紙
を
使

用
し
、
叉
稀
に
は
、
天
鷲
絨
叉
は
絹
を
以
て
皮
覆
さ
れ
、
而
し

て
、
金
属
の
金
具
と
止
め
金
と
を
以
っ
て
、
或
い
は
、
単
に
頭

の
広
い
真
鎌
の
針
を
使
用
し
て
、
角
及
ぴ
中
央
に
於
い
て
、
傭

付
け
ら
れ
て
居
た
の
で
あ
る
（
く
胴
＝
〃
』
雪
オ
こ
一
Ｎ
；
Ｏ
馨
手

○
幸
ｏ
庄
。
。
。
『
罵
子
オ
霊
邑
吻
。
，
ぎ
＞
弓
三
＜
婁
『
０
２
０
７
　
工
一
工
２
７

吻
９
一
。
目
籟
仁
ｏ
享
竃
寺
デ
一
〇
〇
二
暮
ｐ
雪
ｏ
目
ユ
国
竃
｝
黒
宗
「
一
；
９
－
．

昌
亘
吻
一
、
邑
。
～
『
墨
享
亀
胃
げ
嚢
ｏ
二
事
．
く
…
．
■
害
喜
ト
・

　
　
　
工
業
史
の
一
断
片
（
一
）
　
（
淡
川
）

＝
；
勺
〇
二
２
彗
雰
｛
二
．
Ｎ
量
言
｝
；
戸
憲
ま
轟
ｏ
ｏ
◎
一
チ
ニ
○
〇
二
汀
．

竃
５
ｇ
勺
。
；
篶
昌
ま
２
篶
層
ま
轟
。
。
べ
一
汗
ミ
。
。
£
．
）
。
而
し

て
、
芸
術
的
な
金
嘱
及
び
皮
革
の
仕
箏
、
更
ら
に
、
貴
金
属
及

び
象
牙
の
装
訂
は
、
そ
の
価
値
を
高
め
た
の
で
あ
る
。
本
来
の

製
本
の
仕
事
に
対
し
て
は
、
何
等
大
な
る
堪
能
性
は
、
是
を
必

要
と
せ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
表
紙
を
飾
る
為
め
に

必
要
で
あ
っ
た
処
の
技
術
の
完
成
が
第
一
に
問
題
に
さ
れ
、
此

の
為
め
に
は
、
必
要
と
あ
れ
ば
、
金
工
、
錠
前
師
、
真
鎗
細
工

師
、
袋
物
師
等
を
、
賃
仕
事
と
し
て
、
呼
ん
で
来
た
の
で
あ
る
。

（
第
十
五
世
紀
後
半
に
於
け
る
聖
エ
ス
ヴ
ァ
ル
ト
教
会
〔
害
ｏ

穴
宇
Ｏ
ざ
○
Ｏ
ｒ
９
ミ
邑
ｅ
用
の
礼
興
を
作
っ
た
事
に
関
す
る
興

味
深
い
報
告
が
、
次
文
献
に
見
ら
れ
る
ｏ
§
事
事
茅
…
・
；
ｇ

竃
邑
Ｏ
身
・
デ
ｏ
。
・
責
；
９
）
。
か
か
る
重
い
書
籍
は
、
普
通
の

使
用
に
対
し
て
は
、
自
然
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
普
通
の
使
用

に
は
、
強
い
羊
皮
紙
の
簡
単
な
表
紙
で
充
分
で
あ
っ
た
。
而
し

て
、
此
の
上
へ
書
か
れ
た
紙
は
、
同
じ
物
質
か
ら
成
っ
た
紐
で

綴
ら
れ
、
此
の
形
式
に
於
い
て
、
大
抵
の
記
録
、
規
定
書
（
現

世
及
ぴ
精
神
的
官
房
の
）
、
商
人
の
帳
簿
、
貴
族
並
ぴ
に
都
市
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七
（
五
八
九
）

●



●

　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
巻
・
第
五
号
）

の
地
代
目
録
及
び
家
計
算
等
が
、
保
存
さ
れ
て
来
た
の
で
あ
る
。

各
書
写
人
は
、
か
か
る
簡
単
な
仕
事
を
、
応
急
処
置
と
し
て
間

に
合
わ
せ
、
然
し
、
完
成
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
此

の
為
め
に
は
、
修
練
さ
れ
た
手
工
業
者
は
、
何
等
必
要
と
せ
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
か
く
考
察
し
来
れ
ば
、
申
世
に
於
て
は
、
僧
院
以
外
に
製
本

者
を
見
出
す
場
合
人
は
、
大
抵
、
下
に
挙
げ
る
処
の
高
貴
な
愛

書
家
の
雇
傭
者
で
あ
っ
た
。
そ
の
人
友
と
は
、
例
之
、
仏
蘭
西

の
国
王
ヨ
ハ
ン
（
旨
罫
…
５
雪
－
５
睾
）
及
び
そ
の
息
子
達

（
考
ｇ
言
冒
霊
ｏ
Ｆ
ｇ
〇
一
ヒ
ｇ
一
〇
９
ｃ
○
卜
ｄ
Ｎ
竃
冒
９
◎
〇
一
蜆
腎
）
、
マ
チ
ウ
ス

・
コ
ル
ヴ
ィ
ヌ
ス
（
竃
曽
暮
巨
婁
Ｏ
ｏ
ミ
ぎ
易
）
等
で
あ
り
（
。
。
一
。

争
。
ら
．
二
彗
）
、
是
等
の
人
々
は
、
何
れ
も
、
全
体
の
作
業
場

を
彼
等
の
宮
廷
に
設
備
し
た
の
で
あ
る
。
然
し
、
此
の
場
合
、

製
本
者
は
何
等
独
立
せ
る
産
業
経
営
者
に
非
ず
し
て
、
家
傭
人

で
あ
り
、
而
し
て
、
其
の
地
位
は
、
工
業
的
写
本
業
に
於
け
る

も
の
と
向
様
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
此
の
写
本

業
は
、
第
十
五
世
紀
の
初
頭
に
は
、
色
友
地
の
方
に
発
生
し
、
其

の
最
も
著
名
な
り
し
代
表
者
と
し
て
、
此
処
で
は
、
彼
の
ハ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
八
（
五
九
〇
）

ゲ
ナ
ウ
（
目
晶
昌
彗
）
に
於
け
る
デ
ィ
ー
ボ
ル
ト
．
ラ
ウ
ベ
ル

（
ヨ
ｏ
ぎ
匡
■
彗
げ
胃
）
を
名
指
す
可
く
、
そ
の
仕
事
場
か
ら
、

吾
人
の
蔵
書
は
、
尚
わ
若
干
の
極
め
て
価
値
多
い
古
写
本
を
保

管
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
大
琢
の
場
合
に
於
い
て
は
、
此
の
製

本
者
は
、
写
本
者
と
同
一
人
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

　
何
れ
に
し
て
も
、
吾
人
は
、
直
接
に
印
刷
術
発
明
以
前
に
、

統
一
的
に
組
織
さ
れ
た
本
の
工
業
を
持
つ
訳
で
あ
り
、
此
の
産

業
が
、
家
内
仕
事
と
し
て
、
僧
院
、
叉
は
大
名
の
宮
廷
で
実
行

さ
れ
よ
う
と
、
或
い
は
、
既
に
、
諸
都
市
の
椅
子
写
工
に
見
る

如
く
に
、
家
内
工
業
の
段
階
に
到
達
し
よ
う
と
、
是
を
問
わ
な

い
の
で
あ
る
。
一
四
五
〇
年
ま
で
に
、
製
本
者
が
、
特
別
な
家

内
仕
事
師
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
全
く
個
々
の
場
合
で
あ

り
、
何
等
完
全
に
証
拠
付
け
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
印
刷
発

明
以
後
、
漸
く
六
十
年
に
し
て
、
製
本
者
の
数
は
漸
く
増
加
し
、

而
し
て
、
間
も
な
く
、
彼
等
は
同
業
組
合
を
組
織
す
る
様
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

　
勿
論
、
吾
人
は
、
第
十
四
世
紀
の
末
葉
及
び
第
十
五
世
紀
の

最
初
の
数
十
年
に
於
い
て
、
独
逸
の
諾
都
市
に
あ
っ
て
は
、
是



等
に
関
す
る
各
種
の
徴
候
を
注
意
す
る
の
で
あ
る
が
、
是
等
の

徴
候
は
、
何
れ
も
、
次
の
こ
と
を
指
ポ
す
る
。
即
ち
、
此
処
で

形
成
さ
れ
た
手
工
業
の
本
工
業
は
、
分
業
の
方
へ
進
む
。
椅
子

写
本
者
及
び
箱
写
本
者
と
云
う
名
前
の
下
に
、
そ
の
勤
労
を
公

共
に
提
供
し
、
写
本
教
師
及
び
古
文
書
完
成
考
と
し
て
働
ら
き
、

そ
の
傍
ら
、
白
由
な
時
間
を
、
本
を
写
す
為
め
に
利
用
し
た
処

の
公
的
の
写
本
者
は
、
工
業
上
の
企
業
者
に
比
較
し
て
、
そ
の

数
、
決
し
て
少
く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
等
は
賃
銀
写
本
者

で
あ
り
、
是
等
の
人
友
に
は
、
何
れ
も
、
可
な
り
大
な
る
仕
事

に
当
っ
て
は
、
注
文
者
に
よ
っ
て
、
羊
皮
紙
が
提
供
さ
れ
ね
ば

な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
（
此
の
種
の
興
味
あ
る
例
は
、
ア
ウ

ス
プ
ル
グ
（
＞
婁
げ
膏
胴
〕
の
年
代
記
作
者
た
る
寅
胃
罫
邑
Ｎ
｛
鼻

が
、
次
の
文
献
に
於
い
て
、
物
語
っ
て
居
る
、
９
昌
睾
昌
宗
『

亭
募
｝
ｇ
ｃ
。
冨
ま
＜
二
二
～
９
§
箱
写
本
者
（
５
箒
冨
ｏ
干

鳥
亭
貝
ｓ
手
＆
量
－
塞
〕
に
就
い
て
は
、
穴
．
崖
旨
｝
－
實
の
次
の
文

献
に
、
若
干
概
説
さ
れ
て
居
る
。
黒
烏
訂
…
。
・
・
昌
事
§
竃
；
一

～
蕉
一
｛
昌
×
－
＜
一
戸
×
く
．
』
”
才
｝
一
一
ｃ
〇
一
～
、
●
～
一
心
●
Ｎ
蜆
一
壮
８
一
宙
ｏ
；
序

工
ｇ
ｃ
．
５
串
旨
一
胃
・
。
；
巨
“
。
。
・
葦
す
９
旨
ら
巨
・
茅
〇
三
『
鼻
）
。
彼
等

　
　
　
工
業
史
の
一
断
片
（
一
）
　
（
淡
川
）

の
申
の
多
数
は
、
た
し
か
に
、
一
の
全
体
の
本
を
完
成
す
る
こ

と
が
出
来
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
こ
の
こ
と
は
、
固

有
の
写
本
者
、
飾
画
家
及
ぴ
俗
人
出
身
の
個
々
の
製
本
者
に
も

該
当
す
る
こ
と
が
、
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
吾
人
は
、
是
等

の
人
々
を
、
先
ず
大
学
都
市
に
於
い
て
、
次
に
又
他
の
処
に
見

出
す
の
で
あ
る
（
く
。
・
一
・
ミ
暮
昌
茅
。
三
ジ
曽
・
Ｏ
・
。
り
・
ｃ
む
璋
）
。
彼

等
は
、
又
賃
仕
事
者
で
あ
り
、
此
の
賃
仕
事
師
を
、
愛
書
家
は
、

次
か
ら
次
へ
と
雇
傭
し
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
彼
等
は
、
前
紀

記
の
仕
事
の
み
で
は
、
衣
食
の
途
を
得
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ

た
め
で
あ
る
。
然
し
、
何
れ
に
し
て
も
、
次
の
一
事
は
誤
解
で

あ
る
。
即
ち
、
ガ
ッ
テ
ラ
ー
（
ｃ
竺
け
冒
實
）
が
、
す
で
に
一
四

三
三
年
に
、
製
本
者
を
し
て
、
ニ
ュ
ー
ル
ン
ベ
ル
ク
（
オ
旨
亨

す
ｏ
お
）
で
組
合
を
組
織
せ
し
め
た
こ
と
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
第

十
五
世
紀
の
末
葉
迄
は
、
此
の
手
工
業
の
出
現
は
、
到
る
処
、

散
在
的
で
あ
っ
た
。

　
此
の
こ
と
は
、
其
の
間
に
生
じ
た
印
刷
術
の
発
明
及
び
其
の

弘
布
が
製
本
の
欲
望
を
非
常
に
高
め
た
に
相
違
な
い
だ
け
に
、

愈
々
明
臼
で
あ
る
。
然
し
、
此
の
現
象
は
、
次
に
述
べ
る
経
済

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九
（
五
九
一
）
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的
前
提
を
よ
り
詳
し
く
具
現
す
る
な
ら
ば
、
明
瞭
と
な
る
で
あ

ろ
う
。
そ
の
経
済
的
前
提
と
は
、
新
し
い
技
術
が
先
ず
利
用
さ

れ
る
に
至
っ
た
前
提
を
云
う
の
で
あ
る
。

　
善
籍
が
印
刷
さ
れ
る
と
同
時
に
、
大
量
生
産
と
云
う
経
済
的
、

技
術
的
原
則
が
、
初
め
て
世
界
に
現
わ
れ
て
来
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
迄
に
知
ら
れ
て
い
る
処
の
総
て
の
工
業
生
産
は
、
必
然
的

に
、
個
別
的
製
造
、
個
片
作
業
で
あ
っ
た
。
即
ち
、
そ
れ
は
、

手
工
業
者
が
、
一
個
の
製
品
を
造
ろ
う
と
、
叉
同
時
に
数
個
の

製
品
を
造
ろ
う
と
、
こ
の
こ
と
は
、
生
産
費
に
対
し
て
は
、
何

等
見
る
可
き
区
別
を
生
じ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
故
に
、
一
般

に
、
個
疋
の
需
要
の
個
別
註
文
を
目
指
し
て
の
み
、
作
業
し
、

而
し
て
、
半
製
品
が
、
唯
生
産
さ
れ
る
の
み
で
あ
っ
た
。
而
し

て
、
此
の
場
合
、
多
く
の
産
業
は
、
是
等
の
半
製
品
を
更
ら
に

加
工
す
る
為
め
に
、
是
を
必
要
と
し
た
の
で
あ
る
。
故
に
、
産

業
は
、
必
然
的
に
手
工
業
に
よ
る
註
文
生
産
で
あ
っ
た
。
印
刷

さ
れ
た
書
籍
は
、
是
等
の
事
情
に
反
し
て
、
一
の
製
品
が
与
え

ら
れ
た
の
で
あ
る
。
此
の
製
品
は
、
そ
れ
が
大
量
に
於
い
て
生

産
さ
れ
た
場
合
に
の
み
、
経
済
的
に
製
造
さ
れ
得
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
（
五
九
二
）

而
か
も
、
そ
れ
は
、
生
産
の
最
初
の
段
階
で
あ
っ
た
。
此
の
段

階
は
、
文
章
と
印
刷
と
云
ふ
特
性
を
其
の
条
件
と
す
る
の
で
あ

る
。
即
ち
、
一
の
本
は
、
版
に
於
い
て
印
刷
さ
れ
ね
ば
な
ら

ぬ
。
此
の
事
業
は
、
終
り
迄
、
大
な
る
資
本
の
前
貸
し
を
必
要

と
し
、
そ
れ
は
、
筆
写
に
見
る
如
き
個
人
的
な
特
徴
を
帯
び
ず

し
て
、
一
般
的
性
格
を
帯
び
、
多
く
の
購
買
者
に
あ
っ
て
、
等

し
い
需
要
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
然
し
、

投
機
的
要
素
が
、
生
産
面
へ
現
わ
れ
る
に
至
り
、
而
し
て
、
此

の
要
素
は
、
販
売
の
側
に
於
い
て
根
底
付
け
ら
れ
る
も
の
で
あ

る
。
即
ち
、
人
は
需
要
の
種
類
及
び
範
囲
を
誤
算
す
る
こ
と
が

屡
友
で
あ
り
、
版
は
、
全
然
叉
は
一
部
分
、
販
売
さ
れ
得
ぬ
こ

と
が
あ
っ
た
。
而
し
て
、
そ
の
商
品
は
、
此
の
場
合
、
反
古
同

然
の
価
値
に
沈
落
し
た
の
で
あ
る
。

　
印
刷
業
の
弘
布
は
、
先
ず
沽
都
市
に
於
け
る
手
工
業
に
依
る

写
本
業
を
根
絶
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
然
し
又
一
面
に
於

い
て
、
成
立
し
つ
つ
あ
っ
た
製
木
業
は
、
少
し
も
、
－
少
く
と

も
最
初
の
時
に
は
－
、
独
立
の
手
工
業
と
し
て
、
印
刷
術
の
弘

布
か
ら
は
、
利
溢
を
得
、
こ
の
こ
と
は
、
確
か
に
一
部
分
は
、



●

印
刷
術
が
個
別
的
に
出
現
し
た
こ
と
に
某
き
、
此
の
出
現
は
、

突
然
に
大
量
的
に
生
ず
る
需
要
を
充
当
し
得
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
他
面
に
於
い
て
、
然
し
、
書
籍
工
業
の
従
来
の
組
織
は
、

次
の
様
な
こ
と
に
帰
結
せ
ね
ぱ
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
即

ち
、
書
籍
の
全
体
の
製
作
過
程
、
原
稿
の
組
版
、
紙
を
折
る
こ

と
と
綴
る
こ
と
、
製
本
す
る
こ
と
、
凡
そ
是
等
の
手
続
は
、
全

部
是
を
同
一
の
産
業
経
営
に
於
い
て
完
成
せ
し
め
る
こ
と
で
あ

る
。
か
く
し
て
、
従
来
の
僧
院
は
、
そ
の
書
籍
工
業
の
経
営
を
、

文
宇
と
印
刷
を
創
造
し
、
而
し
て
、
若
干
の
僧
徒
に
植
字
と
印

刷
と
を
学
ば
し
め
る
こ
と
に
於
い
て
、
変
貌
せ
し
め
た
の
で
あ

る
。
僧
院
の
外
部
に
於
い
て
も
、
許
籍
印
刷
の
最
も
古
い
形
態

は
、
独
逸
並
ぴ
に
伊
太
利
、
仏
蘭
酉
煎
ぴ
に
英
国
に
於
い
て
、

撰
々
、
次
の
様
に
発
及
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
、
完

製
舳
た
る
製
木
さ
れ
た
許
籍
を
市
場
に
も
た
ら
す
こ
と
是
れ
で

あ
る
。
か
く
し
て
、
刎
十
五
世
紀
及
ぴ
第
十
六
世
紀
に
於
け
る

卓
越
せ
る
印
刷
者
の
考
数
の
者
に
肌
い
て
は
、
彼
等
が
叉
同
時

に
、
鋳
宇
考
、
製
材
者
、
械
宇
者
、
印
刷
者
及
び
製
本
者
で
あ

っ
た
こ
と
が
指
ポ
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
或
い
は
、
然
し
、
総
て

　
　
　
工
業
史
の
一
断
片
（
一
）
　
（
淡
川
）

是
等
の
行
為
を
、
彼
等
の
経
営
に
於
い
て
統
轄
し
た
の
で
あ

る
。
而
し
て
、
結
局
に
於
い
て
出
版
者
及
び
書
籍
取
次
販
売
者

と
し
て
、
彼
等
の
製
本
さ
れ
た
書
籍
の
販
売
を
行
っ
た
の
で
あ

る
。
例
え
ば
、
ヴ
ユ
ニ
ス
（
く
昌
｛
８
一
く
昌
＆
骨
）
に
於
け
る
ア

ー
デ
ィ
　
（
＞
－
匹
｛
）
、
　
二
ー
デ
ル
ラ
ン
．
デ
ン
　
（
ｚ
庁
エ
ｏ
二
四
目
エ
ｏ
目
）

に
於
け
る
プ
ラ
レ
テ
ィ
ン
（
－
）
５
巨
ぎ
）
及
ぴ
エ
ル
ツ
ヱ
フ
ィ
ー

ル
（
目
Ｎ
竃
３
、
仏
蘭
西
に
於
け
る
Ｏ
ｏ
；
篶
及
び
弓
昌
昌
９
、

独
逸
に
於
け
る
コ
ベ
ル
ガ
ー
（
穴
亭
ｏ
お
２
）
及
ぴ
其
他
若
干

の
書
籍
出
版
者
の
如
き
是
れ
で
あ
る
（
５
昌
巨
巨
寓
“
雰
宇
緒
。

Ｎ
…
　
○
ｇ
ｏ
罰
ｏ
～
ｏ
　
工
ｇ
　
宗
ｇ
。
。
｝
昌
国
昌
了
ぎ
目
ま
ポ
自
　
匡
ｇ
、
一
一

穴
砂
勺
勺
０
８
ｏ
雲
ｏ
睾
ｏ
｛
ｇ
籟
；
才
｝
曇
箏
亭
庁
－
轟
“
長
ｐ
ミ
〇
一
｝
８
－

蜆
；
、
一
＞
『
Ｏ
雲
昌
、
Ｏ
『
ま
Ｏ
０
２
０
ま
Ｏ
幸
Ｏ
ら
２
｛
Ｏ
具
８
了
Ｏ
目
籟
５
０
サ
了
Ｐ
目
ら
Ｏ
ポ

ー
く
－
　
ｃ
〇
一
　
岬
べ
一
一
　
－
≦
竃
ｏ
易
　
　
竃
ざ
才
ｏ
－
－
　
■
凹
　
勾
９
ご
；
　
　
『
§
自
吃
凹
げ
ｏ

ｏ
◎
昌
昌
昌
ｓ
芭
○
ｇ
｛
貝
一
畠
〔
ユ
ｏ
旨
９
才
一
－
ウ
）
。

　
是
と
同
時
に
、
倍
加
産
業
と
し
て
の
印
刷
業
に
は
、
元
来
の

附
き
物
で
あ
る
処
の
投
機
的
な
資
木
の
要
素
が
、
尚
お
強
化
さ

れ
て
来
た
の
で
あ
る
。
製
本
さ
れ
た
詐
籍
を
、
そ
の
余
体
の
版

に
於
い
て
、
市
場
へ
も
た
ら
し
得
る
為
め
に
は
、
郎
な
る
印
刷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
一
（
五
九
三
）
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の
為
め
に
す
る
よ
り
も
、
逢
か
に
高
額
の
固
定
資
本
並
び
に
廻

転
資
本
を
必
要
と
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
危
険

は
著
し
く
拡
大
さ
れ
、
か
く
て
、
巨
額
の
資
本
が
、
当
時
と
し

て
は
、
一
人
の
人
の
手
中
に
あ
る
こ
と
は
、
極
め
て
稀
で
あ
っ

た
。
事
情
か
く
の
如
く
で
あ
っ
た
か
ら
、
独
逸
に
於
い
て
は
、

書
籍
工
業
は
、
夙
に
次
の
様
な
方
法
で
分
割
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
即
ち
、
出
版
業
者
は
印
刷
者
か
ら
分
れ
、
叉
活
字
鋳
造
業
、

木
材
切
断
、
製
本
及
び
取
次
大
販
売
店
等
、
何
れ
も
夫
々
独
立

の
地
位
に
到
達
し
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
出
版
上
の
危
険

が
、
商
人
的
企
業
へ
移
行
す
る
に
至
っ
た
の
で
、
．
総
て
の
生
産

に
閑
与
す
る
要
素
に
、
手
工
業
の
経
営
形
態
及
び
組
織
形
態
を

与
え
る
可
能
性
が
生
。
じ
て
来
た
の
で
あ
る
。

　
此
の
発
展
を
理
解
す
る
為
め
に
は
、
吾
人
は
現
在
次
の
こ
と

を
傑
狩
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
即
ち
、
新
し
い
技
術
が
、
産
業
制
隈

及
び
公
法
灼
に
眼
界
付
け
ら
れ
た
労
働
分
野
の
世
界
へ
進
入
す

る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
此
の
労
働
分
野
へ
は
、
以
前
に
は
手

工
菜
に
依
る
写
本
業
者
が
占
め
て
居
た
処
の
地
位
へ
、
印
刷
業

が
代
る
こ
と
に
な
り
、
か
く
し
て
、
従
来
の
写
本
者
は
印
刷
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
二
（
五
九
四
）

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
形
態
並
び
に
印
刷
切
断
者
、
手
紙
描
き

及
び
カ
ー
ド
描
き
、
製
本
者
等
の
以
前
に
す
で
に
成
立
し
た
処

の
産
業
は
、
然
し
、
印
刷
業
に
就
い
て
は
、
従
前
に
比
し
て
一

層
固
い
地
位
を
獲
得
し
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
是
等
の
産
業

は
、
何
れ
も
、
展
友
、
彫
印
者
が
鋳
金
者
か
ら
発
生
し
た
如
く

に
、
独
立
の
存
在
に
到
達
し
た
の
で
あ
る
。
漸
次
、
市
参
事
会

員
の
決
定
に
よ
っ
て
、
各
場
合
に
応
じ
て
、
順
次
に
、
個
友
の

産
業
的
特
権
が
、
相
互
の
限
界
を
付
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
然

し
、
総
て
の
も
の
が
、
尚
お
長
い
間
、
彼
等
の
資
本
が
許
す
隈

り
、
出
版
業
務
及
び
大
取
次
販
売
店
に
関
与
し
て
い
た
の
で
あ

る
。
而
し
て
、
壊
々
、
個
人
も
亦
、
可
な
り
大
な
る
著
作
を
発

行
し
得
る
為
め
に
は
、
印
刷
者
に
資
本
を
前
貸
し
た
の
で
あ
る
。

而
し
て
、
本
来
の
出
版
業
の
陪
級
は
、
漸
く
後
に
発
生
し
た
の

で
あ
る
。

　
如
上
の
事
情
は
、
次
の
こ
と
に
閑
聯
す
る
。
即
ち
、
印
刷
業

と
そ
の
補
助
工
業
と
ぱ
、
｝
な
る
家
内
工
業
に
ま
で
旺
縮
さ
れ

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
此
の
こ
と
は
、
同
様
な
事
情
に
直
面
し

た
場
合
、
近
代
の
産
業
史
が
示
す
事
例
と
は
、
其
の
趣
き
を
異



に
す
る
の
で
あ
る
。
一
方
に
於
い
て
、
然
し
、
一
の
印
刷
業
は
、

依
然
と
し
て
資
本
的
の
企
業
で
あ
っ
た
し
、
又
此
の
状
態
を
永

く
維
持
し
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
是
は
各
種
の
出
版
業
者
と
、

。
同
じ
基
礎
の
上
で
、
交
通
し
た
の
で
あ
る
。
他
面
に
於
い
て
、

出
版
事
情
は
、
常
に
単
に
其
の
生
産
領
域
、
即
ち
本
来
の
研
究

論
文
及
ぴ
其
の
印
刷
の
為
め
に
生
じ
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
、

此
の
場
合
に
は
、
尚
お
次
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
緩
和
さ
れ
た
の

　
で
あ
る
。
即
ち
、
稀
に
は
、
一
人
の
出
版
者
が
、
独
久
で
全
体

　
の
印
刷
業
を
継
続
的
に
雇
う
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
生
産

領
域
の
他
の
部
分
、
即
ち
ビ
ラ
印
刷
、
名
刺
印
刷
等
の
装
飾
文

　
に
対
し
て
は
、
消
費
者
大
衆
の
直
接
の
交
流
が
、
正
し
く
維
持

　
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
結
局
、
次
の
両
方
の
生
産
方
向

　
の
間
の
一
の
申
間
肢
節
が
あ
っ
た
訳
で
あ
る
。
即
ち
、
小
冊
子
、

　
新
聞
及
び
同
様
の
市
場
商
品
の
製
作
、
是
等
の
も
の
に
あ
っ
て

　
は
、
印
刷
者
は
、
僅
か
の
経
営
手
段
に
あ
っ
て
も
亦
、
自
身
で

　
出
版
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
加
う
る
に
、
是
等
の
業

　
者
が
、
外
来
の
印
刷
委
頼
の
間
の
死
時
間
を
経
済
的
に
充
実
し

　
て
利
用
せ
ん
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
出
版
を
引
受
け
ざ
る
を
得

　
　
　
　
工
業
史
の
一
断
片
（
一
）
　
（
淡
川
）

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
近
代
の
組
織
に
於
け
る
製
本
者
の
地
位
は
、
如
上
の
も
の
と

は
、
全
然
異
っ
て
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
経
営
に
対
し

て
は
、
逢
か
に
少
額
の
資
本
を
必
要
と
す
る
の
み
で
あ
り
一
こ

の
こ
と
は
、
特
に
、
彼
に
は
、
伝
統
的
に
、
皮
革
金
具
、
綴
全

具
等
の
製
本
用
の
資
材
が
提
供
さ
れ
る
の
が
常
で
あ
っ
た
の
で
、

一
層
明
臼
に
認
め
ら
れ
る
。
製
本
者
は
、
む
し
ろ
、
彼
が
単
な

る
家
内
工
業
に
ま
で
沈
下
さ
れ
る
と
云
う
危
険
が
あ
っ
た
。
而

し
て
、
次
の
様
な
多
く
の
場
合
が
指
摘
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
即

ち
、
そ
の
出
版
商
品
を
製
本
し
て
、
市
場
へ
も
た
ら
し
た
処

の
、
彼
の
よ
り
古
い
、
大
な
る
印
刷
業
及
び
出
版
業
が
、
製
本

者
を
、
そ
の
経
営
場
所
の
外
部
に
於
い
て
、
家
内
労
働
者
と
し

て
雇
う
こ
と
に
移
行
し
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
就
申
、
ア

ン
ト
ワ
ー
プ
（
＞
箏
暮
Ｏ
｛
一
＞
冒
暮
Ｏ
｛
）
に
於
け
る
ク
リ
ス
ト

ー
フ
・
プ
ラ
ン
テ
ィ
ン
（
Ｏ
可
奉
争
プ
里
賞
弓
ぎ
）
及
び
ヴ
ェ

ニ
ス
（
く
昌
一
ｓ
一
＜
昌
＆
骨
）
に
於
け
る
ア
ル
ド
ス
．
マ
ヌ
ト

イ
オ
ス
（
≧
」
豪
く
旨
目
己
婁
）
等
は
有
名
で
あ
る
。
巴
里
に

於
い
て
は
、
此
制
度
は
、
第
十
七
世
紀
に
は
、
極
め
て
一
般
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
三
（
五
九
五
）
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な
も
の
と
な
っ
た
。
而
し
て
、
次
の
時
代
ま
で
継
続
し
た
の
で

あ
る
。
印
刷
業
及
ぴ
出
版
業
が
、
此
の
地
で
も
亦
、
分
れ
て
居

た
し
、
此
の
制
度
は
、
英
国
に
於
い
て
は
、
現
今
に
至
る
ま
で
、

止
め
ら
れ
ず
に
保
持
さ
れ
て
来
た
の
で
あ
る
。

　
独
逸
に
於
い
て
は
、
是
に
反
し
て
、
製
本
考
は
純
た
る
手
工

業
者
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
原
因
は
、
出
版
考
が
、
独
逸

に
於
い
て
は
、
夙
に
次
の
様
な
事
を
初
め
た
か
ら
で
あ
る
。
即

ち
、
そ
の
活
動
を
、
半
製
品
た
る
粗
野
な
る
印
刷
全
紙
の
製
作

を
以
っ
て
終
結
し
、
而
し
て
、
是
を
っ
ぎ
合
は
さ
ず
に
、
叉
折

り
た
た
ま
ず
し
て
、
製
本
せ
ず
し
て
、
か
く
し
て
、
全
体
の
本

を
単
に
購
買
者
の
為
め
に
利
用
し
得
ら
れ
ぬ
様
に
市
場
へ
も
た

ら
す
こ
と
か
ら
初
め
た
の
で
あ
る
。
事
情
か
く
の
如
く
で
あ
る

か
ら
し
て
、
写
本
時
代
に
於
け
る
如
く
、
製
本
の
為
め
に
一
苦

労
す
る
こ
と
が
、
本
を
消
費
す
る
大
衆
に
と
っ
て
、
職
能
と
な

．
っ
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
製
本
者
は
顧
客
労
働
考
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。
是
等
の
人
火
は
、
主
と
し
て
、
昔
の
都
市
的
手
工

業
の
如
く
に
、
そ
の
生
活
を
維
持
す
る
為
め
に
は
、
個
々
の
註

文
に
依
存
し
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
然
し
、
同
業
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
四
（
五
九
六
）

（
守
實
・
；
津
）
を
組
織
す
る
前
提
条
件
が
附
与
さ
れ
た
の
で
あ

る
。

　
吾
人
が
鬼
得
る
限
り
、
バ
ー
ゼ
ル
（
宙
婁
９
）
の
製
本
者
は
、

最
も
早
く
同
業
組
合
的
の
色
彩
を
帯
び
、
す
で
に
干
四
百
八
十

七
年
に
、
彼
等
が
ザ
フ
ラ
ン
ツ
ン
フ
ト
（
害
吻
○
り
ｐ
サ
彗
豊
目
津
）

へ
組
織
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
見
ら
れ
、
是
は
、
小
売
商
人
と
並

ん
で
、
多
数
の
小
さ
い
手
工
業
を
合
一
し
た
の
で
あ
る
。
・
勿
論
、

吾
人
に
は
、
尚
お
何
等
の
製
本
者
の
親
方
の
名
前
も
知
ら
れ
て

い
な
い
が
、
然
し
、
次
の
こ
と
を
経
験
す
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、

厨
じ
年
次
に
、
ザ
フ
ラ
ン
（
○
り
讐
甲
唱
）
の
人
々
が
、
　
一
人
の

修
学
院
の
僧
侶
を
捕
え
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
彼
が
、
彼
等

の
組
合
を
所
有
す
る
こ
と
な
し
に
、
公
衆
の
為
め
に
、
本
を
製

本
し
た
と
云
う
の
で
あ
る
。
市
参
事
会
は
、
た
と
い
、
そ
の
人

に
対
し
て
、
叉
更
ら
に
製
本
を
許
可
す
る
が
、
然
し
、
彼
に

補
助
カ
を
此
の
為
め
に
使
用
す
る
こ
と
を
禁
じ
、
更
ら
に
、
干

四
百
九
十
年
に
は
、
総
て
の
印
刷
者
と
其
の
共
同
者
に
、
そ
の

憎
侶
に
委
託
を
与
え
る
こ
と
を
禁
止
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ

る
。
か
か
る
事
情
か
ら
、
次
の
こ
と
が
推
断
さ
れ
る
の
で
あ
る
、



即
ち
、
製
本
業
に
あ
っ
て
は
、
尚
お
第
十
五
世
紀
の
末
葉
に
は
、

市
民
的
工
業
が
、
如
何
に
僧
院
の
手
工
業
と
其
の
生
存
を
争
わ

ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
。
然
し
又
バ
ー
ゼ
ル
（
宙
婁
ｏ
－
）
に
於

い
て
は
、
そ
の
上
司
約
に
保
護
さ
れ
た
同
業
組
合
の
権
利
が
あ

っ
た
に
も
拘
ら
ず
、
何
等
急
激
な
進
歩
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
こ

と
は
、
次
の
古
文
書
的
に
信
用
さ
れ
る
事
実
か
ら
最
も
よ
く
判

明
す
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
尚
お
干
五
百
六
年
に
は
、
印
刷
工

業
が
比
較
的
著
し
い
発
展
を
遂
げ
た
に
も
拘
ら
ず
、
そ
の
都
市

に
は
唯
二
人
の
製
本
親
方
が
居
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。　

大
抵
の
他
の
都
市
に
於
い
て
も
、
事
情
は
大
体
同
様
な
も
の

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
独
立
の
製
本
同
業
組
合
は
、
漸
く
三

十
年
後
に
至
り
、
本
工
業
の
主
要
所
在
地
に
成
立
す
る
に
至
っ

た
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
是
等
の
組
合
は
、
第
十
六
世
紀
の
後

半
に
至
り
、
其
の
数
を
増
加
し
て
来
た
の
で
あ
る
。
そ
の
成
立

時
期
が
吾
人
に
知
ら
れ
て
い
る
処
の
最
古
の
同
業
組
合
は
、
ア

ウ
グ
ス
ブ
ル
ゲ
（
＞
巨
胴
寡
げ
冒
ｏ
ｑ
）
の
も
の
で
あ
り
、
是
は
干
五

百
三
十
三
年
に
創
設
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ヴ
ィ
テ
ン
ベ
ル
グ

　
　
　
エ
業
史
の
一
断
片
（
一
）
　
（
淡
川
）

（
考
奉
ｇ
す
ｏ
お
）
の
組
合
は
、
同
様
に
古
く
、
多
分
若
干
年
よ

り
古
く
、
そ
の
本
工
業
は
、
宗
教
改
革
の
文
献
に
よ
っ
て
、
大

な
る
繁
栄
の
域
に
達
し
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
其
の
組
織
は

他
の
都
市
に
於
い
て
も
、
屡
々
模
範
と
し
て
役
立
つ
に
至
っ
た
。

そ
の
後
、
次
の
諾
都
市
の
も
の
が
、
是
に
継
ぐ
の
で
あ
る
。
即

ち
、
干
五
百
四
十
四
年
に
は
ラ
イ
プ
チ
ヒ
（
■
ｏ
号
・
釘
）
、
千
五

百
四
十
九
年
に
は
維
納
（
考
｛
昌
）
、
千
五
百
五
十
九
年
に
は
ハ

ム
ブ
ル
グ
（
雪
曽
旨
げ
膏
凋
）
、
干
五
百
七
十
三
年
に
は
ニ
ュ
ー
ル

ン
ベ
ル
グ
（
ｚ
胃
目
げ
串
凋
）
、
千
五
百
八
十
年
に
は
フ
ラ
ン
ク
フ

ル
ト
・
ア
ム
・
マ
イ
ン
（
厚
彗
庁
～
冨
・
冒
・
）
、
千
五
百
九
十

五
年
に
は
伯
林
（
冬
一
篶
サ
彗
）
、
干
五
百
九
十
六
年
に
は
民
顕

（
巨
饒
昌
＝
昌
）
の
企
業
組
合
が
、
夫
々
設
立
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
是
等
の
も
の
以
外
に
、
干
五
百
八
十
年
頃
に
は
、
尚
お
マ

グ
デ
ブ
ル
グ
（
ブ
す
胴
ｏ
ｏ
す
目
お
）
、
ブ
レ
ス
ラ
ウ
（
宙
－
２
臣
目
）
、

プ
ラ
ー
グ
（
勺
§
岬
）
、
チ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
（
弓
饒
暫
目
零
目
）
、
　
ス

ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
（
○
ｏ
Ｒ
曽
ｇ
お
）
及
び
ヴ
ォ
ル
ム
ス
（
ミ
胃
昌
吻
）

等
が
、
製
本
手
工
業
の
同
業
組
合
の
組
織
を
持
つ
都
市
と
し
て

挙
げ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
然
し
、
総
て
の
都
市
に
於
い
て
、
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
五
（
五
九
七
）
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工
業
の
親
方
が
、
固
有
の
組
織
を
形
成
す
る
だ
け
に
、
充
分
に

数
多
く
あ
っ
た
と
は
云
い
得
な
い
の
で
あ
る
。
ア
ウ
グ
ス
ブ
ル

グ
（
＞
奏
舅
ぎ
蟹
）
に
於
い
て
は
、
製
本
者
は
、
バ
ー
ゼ
ル

（
宙
婁
』
）
に
於
け
る
如
く
に
、
小
売
商
人
の
組
合
に
帰
属
し
た

の
で
あ
る
。
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
（
く
饒
９
フ
昌
）
に
於
い
て
は
、
彼
等

は
、
帳
簿
方
、
半
紙
製
造
着
及
び
手
紙
画
工
等
と
連
合
し
た
。

ウ
ォ
ル
ム
ス
（
ミ
胃
旨
。
。
）
に
あ
っ
て
は
、
彼
等
は
、
画
工
組
合

に
所
属
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
此
の
組
合
に
於
い
て
は
、
第
十

八
世
紀
に
あ
っ
て
は
、
彼
等
以
外
に
、
理
髪
師
、
挽
物
師
（
旋

盤
工
）
、
硝
子
工
、
櫛
製
造
者
、
鞍
製
造
者
、
外
科
医
、
カ
ヅ

ラ
師
、
網
製
造
者
、
帽
子
製
造
考
、
煙
突
製
造
者
、
本
印
刷
者
、

煙
草
を
捲
く
職
工
、
音
楽
師
及
び
石
鹸
製
造
者
が
、
夫
々
存
在

し
た
（
く
昌
？
Ｎ
〇
一
暮
可
５
～
『
エ
一
〇
０
２
ｏ
；
ｏ
ま
〇
四
２
　
◎
７
昌
．

二
一
ユ
易
×
‘
ｃ
〇
一
竃
一
以
了
邑
一
〇
了
ぎ
の
潟
庁
…
一
婁
』
茅
戸
ｃ
り
．
ｓ
・
）
。

　
か
く
の
如
き
事
情
の
下
で
成
立
し
た
処
の
同
業
組
合
制
度
か

ら
、
次
の
二
と
が
、
明
ら
か
に
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
当

時
の
市
参
事
会
呉
が
、
従
来
、
自
由
な
且
つ
保
護
さ
れ
ざ
る
工

業
を
、
制
約
さ
れ
た
、
而
し
て
権
利
を
保
護
さ
れ
た
工
業
へ
変

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
六
（
五
九
八
）

改
す
る
こ
と
に
は
、
直
ち
に
同
意
せ
な
か
っ
た
こ
と
、
之
で
あ

る
。
而
し
て
、
彼
等
は
、
そ
の
こ
と
に
対
し
て
、
よ
い
理
由
を

痔
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
若
し
、
彼
等
が
、
然
し
、
当
時
極
度

に
カ
強
く
繁
栄
し
っ
つ
あ
っ
た
製
本
工
業
を
包
括
し
た
処
の
生

産
領
域
の
一
部
分
の
正
し
い
隈
界
付
け
と
共
に
、
此
の
製
本
工

業
に
は
、
生
活
脈
白
体
が
、
阻
害
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
蓋
し
、

前
に
指
示
さ
れ
た
分
業
は
、
少
し
も
、
徹
底
的
に
且
つ
円
滑
に

行
わ
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
為
め
に
、
そ
の
職
業
通
り
の

固
定
は
、
す
で
に
、
総
て
の
組
合
に
対
し
て
、
生
じ
得
た
こ
と

で
あ
ろ
う
。
か
く
の
如
き
事
情
の
下
、
古
い
統
一
的
な
本
工
業

か
ら
、
新
な
る
部
分
工
業
が
、
分
裂
し
よ
う
と
欲
し
た
の
で
あ

る
。
然
し
、
大
抵
の
存
在
し
て
い
る
経
営
は
、
尚
お
種
々
の
要

素
を
自
已
へ
結
合
し
た
の
で
あ
っ
て
、
此
の
場
合
、
一
の
隈
界

を
引
く
こ
と
は
、
無
数
の
争
を
惹
起
す
る
根
源
と
も
な
っ
た
の

で
あ
る
。

　
特
に
、
壌
序
書
物
を
扱
う
者
（
書
籍
取
次
販
売
業
者
）
と
製

本
者
と
は
、
一
人
の
人
間
で
あ
る
。
製
本
者
は
、
書
物
の
本
来

の
完
成
者
と
し
て
、
叉
本
の
小
売
商
業
を
一
緒
に
引
受
け
た
こ



と
は
、
明
白
で
あ
る
。
而
し
て
、
是
を
購
買
す
る
大
衆
は
、
同

様
に
書
物
を
取
扱
っ
た
処
の
移
動
す
る
か
、
叉
は
固
定
の
取
次

店
、
半
紙
画
工
、
造
型
者
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
小
売
店
の
方
を

撰
択
し
た
の
で
あ
る
。
蓋
し
、
小
売
店
は
、
そ
の
取
扱
い
得
る

総
て
の
商
品
を
提
供
し
た
が
、
此
の
為
め
に
は
、
彼
等
は
不
可

能
で
あ
っ
た
。
第
十
六
世
紀
頃
に
於
け
る
多
く
の
独
逸
の
書
籍

商
は
、
同
時
に
製
本
屋
で
あ
っ
た
。
彼
等
の
申
の
若
干
の
人
々

は
、
昔
に
返
っ
て
、
そ
の
仕
事
の
遇
程
が
恵
ま
れ
た
場
合
に
は
、

出
版
を
そ
の
経
営
の
申
へ
引
込
み
、
又
は
固
有
の
印
刷
を
施
設

し
た
の
で
あ
る
。

　
他
面
に
於
い
て
、
出
版
業
と
取
次
店
と
は
、
完
成
商
品
を
供

給
す
可
き
習
慣
を
、
直
ち
に
は
止
め
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
特

に
、
学
校
の
教
科
書
及
び
心
を
慰
め
る
教
化
用
の
書
物
の
如

き
、
広
く
普
及
し
得
る
商
品
に
あ
っ
て
は
、
彼
等
は
、
そ
の
出

版
を
、
販
売
が
進
む
ご
と
に
、
区
分
し
て
製
本
せ
し
め
る
こ
と

が
常
で
あ
っ
た
。
彼
等
は
、
此
の
際
、
独
一
）
一
の
製
本
者
を
利
用

し
た
が
、
又
は
自
己
の
製
本
徒
弟
を
雇
傭
し
た
の
で
あ
る
。

　
第
一
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
事
情
は
、
独
逸
に
於
い
て
も
亦
、
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個
別
的
に
な
っ
て
、
一
の
家
内
工
業
の
性
格
を
帯
び
る
の
で
あ

る
。
干
五
百
七
十
三
年
の
ニ
ュ
ー
ル
ン
ベ
ル
ク
（
ｚ
目
；
マ
轟
）

の
製
本
者
規
定
に
於
い
て
は
、
次
の
様
な
取
次
販
売
者
に
就
い

て
、
誌
し
て
い
る
、
其
は
書
棚
を
到
る
処
買
い
集
め
る
、
而
し

て
、
後
に
、
彼
等
の
為
め
に
働
ら
く
親
方
に
だ
け
、
再
び
買
う

可
く
与
え
る
。
叉
彼
等
に
は
、
次
の
事
が
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
、

製
本
者
は
製
本
賃
を
苛
酷
に
す
る
事
な
く
、
而
し
て
安
直
に
逆

っ
て
製
本
す
可
き
で
な
く
、
彼
等
が
其
の
生
活
を
維
持
し
得
る

様
に
決
定
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
干
五
百
八
十
年
の
フ
ラ
ン
ク

フ
ル
ト
（
；
彗
斤
～
。
。
け
）
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
更
ら
に
、
次
の
こ

と
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
販
売
取
次
店
は
、
そ
の
為
め
に
、

皮
革
、
書
棚
及
び
綴
金
具
を
与
え
た
の
で
あ
る
（
穴
．
雲
・
ざ
二

司
量
目
事
畠
一
Ｓ
宙
冨
ｏ
チ
９
買
一
〇
？
Ｏ
壬
目
仁
ｂ
０
ｑ
ｏ
戸
ｏ
り
一
巳
ｏ
ｏ
◎
一
５
一
岸
一
一
２
一
〇
？

。
。
｝
享
５
庄
２
宇
寡
｝
ｇ
箏
毒
事
彗
宗
７
×
〆
○
り
．
撃
）
。
此
処

で
も
亦
、
製
本
春
の
親
方
は
、
軽
快
竺
言
葉
使
い
に
於
い
て
、

そ
の
依
存
性
に
就
い
て
嘆
息
し
て
い
る
か
、
そ
の
依
存
性
へ
、

彼
等
を
、
書
籍
販
売
取
次
が
、
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
、
而
し

て
、
彼
等
が
甘
受
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
処
の
搾
取
性
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
七
（
五
九
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
巻
・
第
五
号
）

関
し
て
、
嘆
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
他
の
場
合
に
於
い
て
は
、
製
本
者
は
、
商
業
の
単
な
る
補
助

者
又
は
副
業
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。
蓋
し
、
取
次
販
売
店
に
使

用
さ
れ
て
い
た
処
の
製
本
者
の
徒
弟
は
、
一
度
も
、
独
立
の
地

位
老
得
る
こ
と
が
出
采
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
故
に
、
製
本
者

手
工
業
が
、
同
業
組
合
を
組
織
す
る
や
否
や
、
親
方
と
徒
弟

は
、
此
の
制
度
に
反
対
し
て
決
然
と
抵
抗
す
る
に
至
り
（
軍
竃
ア

一
巨
、
、
。
、
Ｏ
、
、
一
、
、
巨
、
、
凋
。
、
、
・
・
り
し
・
。
…
；
裏
』
彗
・
ミ
？
窒
貫

Ｎ
巨
、
、
箏
、
、
巨
。
、
、
。
。
・
ｃ
心
ｏ
〇
一
＞
二
．
¢
．
寄
邑
書
一
＞
Ｒ
ま
＜
ｈ
旨
串
へ
一
〇
ｇ
ｏ
ま
・

。
一
、
。
一
工
。
。
。
、
一
。
仁
一
、
。
一
、
・
、
、
琴
豪
呈
二
く
三
二
一
・
二
季
茅
苧

工
、
。
。
。
亭
、
け
く
一
仁
。
ｃ
・
）
、
而
し
て
、
是
を
排
除
す
る
こ
と
が
、
彼
等

に
は
、
成
功
し
た
様
で
あ
る
。

　
両
者
の
場
今
は
、
然
し
、
規
則
を
形
成
し
た
の
で
は
な
く
し

て
、
例
外
で
あ
っ
た
。
規
則
は
、
す
で
に
、
第
十
五
泄
紀
の
末

葉
に
存
花
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
即
ち
、
本
の
購
買
者
は
・
奔

籍
を
そ
の
ま
ま
で
、
販
売
取
次
者
か
ら
、
メ
ッ
セ
市
場
に
於
い

て
、
行
商
流
迦
の
方
法
に
依
る
か
、
叉
は
固
定
の
陳
列
に
於
い

て
購
入
し
、
共
Ｏ
後
、
是
を
綴
る
為
め
に
、
製
本
者
に
渡
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
八
（
六
〇
〇
）

　
の
で
あ
る
。
か
か
る
事
情
は
、
必
然
的
に
、
次
の
こ
と
を
発
生

せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
即
ち
、
製
本
者
は
、
そ
の
立
地
の
撰
択

に
於
い
て
、
連
結
せ
る
本
の
生
産
か
ら
漸
次
解
放
さ
れ
て
、
む

し
ろ
消
費
者
に
よ
り
容
易
に
到
達
し
得
る
様
に
定
住
せ
ね
ば
な

ら
な
く
な
っ
て
来
た
の
で
あ
る
。
此
の
発
展
に
於
け
る
本
来
申

間
段
階
と
し
て
、
次
の
こ
と
が
、
看
傲
さ
る
可
き
で
あ
ろ
う
。

即
ち
、
若
し
－
最
初
の
書
物
印
刷
者
の
「
飛
ぶ
印
刷
」
と
販

売
店
の
行
商
及
び
市
場
商
業
に
類
し
て
　
　
移
動
す
る
製
本
者

が
、
出
現
し
た
な
ら
ば
、
彼
等
は
、
そ
の
遺
具
を
携
帯
し
て
、

場
処
か
ら
場
処
へ
と
移
動
し
、
而
し
て
、
彼
等
が
労
働
を
見
出

し
た
処
、
何
処
で
も
、
彼
等
の
仕
事
場
を
設
備
し
た
の
で
あ

る
。
か
く
し
て
、
結
局
、
再
ぴ
そ
の
出
発
点
へ
戻
る
か
、
叉
は

外
国
の
都
市
に
継
続
し
て
定
住
し
、
其
処
で
充
分
に
得
意
先
を

獲
得
し
た
の
で
あ
る
。

　
然
し
、
消
費
者
の
数
は
、
到
る
処
、
比
較
的
僅
か
で
あ
り
、

そ
の
需
要
は
、
不
規
則
で
あ
っ
た
。
製
本
か
ら
だ
け
で
は
、
大

抵
の
小
都
市
に
あ
つ
て
は
、
一
人
の
製
木
屋
も
生
活
す
る
こ
と

が
出
来
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
完
全
な
給
養
を
得
る
為
め
に



は
、
他
の
小
さ
い
手
工
業
に
於
け
る
如
く
に
、
商
業
を
引
き
込

ま
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
本
の
接
近
せ
る
販
売
に
は
、

狭
い
限
界
が
附
着
し
た
。
即
ち
、
此
の
販
売
は
、
聖
書
、
讃
美

歌
集
、
日
読
祈
藤
書
、
暦
書
及
び
教
科
書
の
類
に
、
制
隈
さ
れ

ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
万
事
は
、
勿
論
、
不
規
則
な
需
要
の
商

品
で
あ
る
。
是
等
の
商
品
は
、
加
之
、
展
表
、
出
版
者
に
よ
っ

て
、
束
ね
て
市
場
へ
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
カ
ー
ド
画
工
及
び

手
紙
画
工
の
製
品
、
木
版
、
歌
、
祈
藤
、
兇
文
の
あ
る
一
枚
刷
、

薪
聞
等
は
、
一
層
よ
い
売
行
の
商
品
で
あ
っ
た
。
是
等
は
、
何

れ
も
、
メ
ッ
セ
及
ぴ
市
場
に
於
い
て
、
　
「
熟
考
し
て
」
販
売
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
特
に
各
種
類
の
紙
は
、
是
等
の
商
晶
の
申
で
、

主
な
る
も
の
で
あ
り
、
紙
は
そ
れ
自
体
、
商
晶
と
し
て
取
扱
わ

れ
た
の
み
な
ら
ず
、
製
本
者
は
、
半
製
品
と
し
て
、
彼
の
仕
事

へ
使
用
し
た
の
で
あ
る
。
叉
文
房
具
も
、
其
の
扱
う
商
品
で
あ

っ
た
。
展
人
、
尚
お
∴
櫛
、
鏡
、
玩
具
の
如
き
、
総
て
の
種
類

の
小
間
物
類
が
、
そ
の
経
営
の
申
へ
収
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
、
極
め
て
早
く
、
手
工
業
と
小
売
商
業
と
の
間
の
混

成
物
が
成
立
す
る
に
至
り
、
此
の
形
態
を
、
製
本
業
者
が
、
現
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在
に
至
る
ま
で
、
小
都
市
及
び
申
都
市
に
あ
っ
て
、
示
し
て
来

た
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
す
で
に
、
第
十
六
世
紀
に
於
い
て
、

小
売
商
人
、
万
屋
の
間
に
あ
っ
て
、
同
業
組
合
が
設
立
さ
れ
る

動
機
が
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
他
面
に
於
い
て
、
手
工
業
と
し
て
の
製
本
業
の
不
確
定
な
基

礎
は
、
次
の
こ
と
に
由
来
し
た
の
で
あ
る
。
即
ち
、
製
本
業
生

産
が
、
側
面
灼
に
広
く
拡
大
す
可
き
結
果
で
あ
る
。
此
の
為
め

に
は
、
此
の
工
業
の
広
範
囲
に
亘
る
技
術
が
、
充
分
に
機
会
を

提
供
し
た
の
で
あ
る
。
往
時
の
製
本
は
、
木
の
表
紙
で
あ
り
、

是
は
屡
序
装
飾
さ
れ
た
皮
革
を
以
っ
て
覆
わ
れ
、
角
に
は
金
属

の
金
具
が
打
た
れ
、
縁
に
は
金
属
の
止
め
金
で
、
又
は
皮
革
の

小
片
で
固
め
ら
れ
た
処
の
止
め
金
で
装
訂
さ
れ
、
両
者
は
書
籍

の
綴
金
且
ハ
と
称
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
故
に
、
製
本
者
は
同

時
に
木
工
、
皮
工
、
而
し
て
、
或
程
度
迄
、
叉
金
属
工
で
あ
っ

た
。
是
等
の
中
で
、
金
属
作
業
が
、
最
も
多
く
後
退
し
た
の
で

あ
る
。
製
本
者
は
、
此
の
場
合
、
次
の
こ
と
に
制
限
し
た
の
で

あ
る
。
即
ち
、
真
鍛
細
工
場
及
び
他
の
金
属
仕
事
師
に
よ
っ
て

完
成
さ
れ
た
止
め
金
を
、
鋲
を
以
っ
て
、
書
籍
の
表
紙
に
取
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
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一
）
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け
け
る
こ
と
、
是
で
あ
る
。
一
の
固
有
の
止
め
金
製
造
者
の
手

工
業
は
、
唯
、
個
々
的
に
の
み
、
書
籍
工
業
の
主
要
部
分
に
於

い
て
、
存
在
す
る
。
然
し
、
多
分
、
第
十
六
世
紀
の
末
葉
、
再

度
、
沈
落
し
た
様
で
あ
る
。

　
皮
革
技
術
は
、
蓬
か
に
包
括
的
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
染
色
、

盲
押
し
、
押
し
金
箔
、
手
金
箔
、
皮
革
切
断
及
び
他
の
処
理
方

法
を
、
夫
友
利
用
し
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
或
る
程
度
の

芸
術
上
の
効
果
を
期
待
し
た
。
然
し
、
叉
正
し
く
此
の
点
に
、

郎
な
る
顧
客
仕
事
の
全
体
の
弱
点
が
、
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

此
の
弱
点
こ
そ
、
独
逸
の
製
本
業
に
あ
っ
て
は
、
愈
友
長
く
、

愈
友
多
く
独
得
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
一
方
、
仏
蘭
西

の
製
本
業
を
見
れ
ば
、
是
に
於
い
て
は
、
部
分
仕
事
が
、
第
十

七
廿
紀
ま
で
、
主
と
し
て
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
、
全
体
の
金
属

板
に
よ
る
、
而
し
て
、
素
材
を
庁
す
る
こ
と
に
よ
る
、
皮
革
の

装
飾
術
は
、
大
な
る
役
目
を
演
ず
る
。
独
逸
の
製
本
者
は
、
夙

に
次
の
こ
と
に
慣
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
小
さ
い
手
押

形
牒
、
鉄
鎚
、
ロ
ー
ラ
ー
、
金
筋
を
入
れ
る
こ
と
等
に
よ
っ
て
、

作
業
す
る
こ
と
、
之
で
あ
る
。
彼
は
是
等
を
抑
形
彫
刻
者
か
ら
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注
文
し
、
而
し
て
、
総
て
の
製
本
へ
、
色
を
の
組
合
せ
に
於
い

て
、
応
用
す
る
の
で
あ
る
。
是
は
無
隈
に
手
数
の
か
か
る
仕
事

で
あ
り
、
此
の
技
術
に
あ
っ
て
は
、
統
一
的
な
技
術
上
の
効
果

を
得
る
こ
と
が
、
極
め
て
困
難
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
而

し
て
、
加
う
る
に
、
労
働
者
の
側
に
於
け
る
極
め
て
大
な
る
カ

の
発
揮
を
前
提
と
す
る
。

　
た
と
い
、
吾
人
は
、
撞
近
の
大
な
る
製
本
業
が
そ
の
成
果
を

感
謝
す
る
処
の
最
も
重
要
な
る
処
置
の
若
干
、
例
之
、
一
の
皮

革
刻
印
及
ぴ
圧
縮
金
等
の
作
業
を
、
す
で
に
第
十
六
世
紀
に
於

い
て
知
つ
て
い
た
と
雛
も
、
吾
人
は
、
資
本
の
欠
乏
と
、
而
し

て
、
是
に
よ
つ
て
条
件
付
け
ら
れ
た
処
の
書
籍
工
業
の
分
裂
の

為
め
に
、
是
等
の
作
業
を
充
分
に
利
用
す
る
こ
と
が
出
来
な
か

つ
た
の
で
あ
る
。
貧
し
き
、
顧
客
生
産
に
よ
る
製
本
屋
は
、
圧

縮
板
の
大
な
る
貯
え
を
保
持
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
つ
た
。

然
し
圧
縮
板
は
、
彼
に
注
文
さ
れ
た
製
本
す
べ
き
も
の
に
、
本

来
必
要
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
彼
は
、

貧
弱
に
も
、
彼
の
小
「
小
さ
い
鉄
」
で
間
に
合
わ
せ
、
而
し
て
、

圧
搾
切
断
者
の
披
術
が
そ
れ
を
認
め
る
程
腹
に
ま
一
、
、
、
進
歩
し



た
の
で
あ
る
。
彼
は
、
此
処
、
彼
処
で
、
叉
本
の
表
紙
以
上
に

出
で
、
而
し
て
、
一
般
に
、
総
て
の
皮
革
装
飾
を
、
自
己
の
為

め
に
要
求
し
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
是
に
あ
つ
て
は
、
圧
縮

と
展
転
が
用
ひ
ら
れ
た
。
彼
に
は
、
此
の
こ
と
に
は
、
袋
物
師
、

鞄
匠
、
鞍
師
等
の
対
立
し
て
い
る
要
求
に
対
比
し
て
、
多
く
の

都
市
に
於
い
て
は
、
紙
入
れ
、
折
鞄
等
の
完
成
に
対
し
て
の
み

成
功
す
る
に
至
つ
だ
の
で
あ
る
。
所
謂
、
書
類
鞄
仕
事
、
是
は
、

十
九
世
紀
ま
で
、
工
業
警
察
に
よ
つ
て
、
製
本
屋
の
同
業
組
合

の
仕
事
の
分
野
の
申
に
加
算
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

，
木
材
技
術
は
最
も
生
産
的
で
あ
る
こ
と
が
分
つ
た
。
干
五
百

六
十
七
年
に
出
来
た
処
の
ヨ
ー
プ
ス
ト
・
ア
マ
ン
　
（
く
◎
郭
け

＞
昌
§
實
－
）
に
よ
る
木
彫
、
是
は
一
の
製
本
屋
の
仕
事
の
内
部

を
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
是
に
あ
つ
て
は
、
鋸
、
手
斧
、

彫
刻
刀
、
申
グ
リ
機
、
鉋
及
び
大
目
鎚
等
の
色
々
の
種
類
の
も

の
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
為
め
に
、
一
見
し
て
、
あ
た
か
も
、

指
物
師
の
仕
事
場
を
見
る
様
な
感
じ
が
す
る
の
で
あ
る
。
実

際
、
す
で
に
、
当
時
、
各
種
の
、
小
さ
い
、
木
製
の
容
器
及
ぴ

石
板
、
装
飾
品
、
銀
製
の
食
器
等
を
入
れ
る
処
の
長
持
ち
が
、

　
　
　
工
業
史
の
一
断
片
（
一
）
　
（
淡
川
）

彼
等
に
よ
つ
て
完
成
さ
れ
て
、
必
要
な
場
合
に
は
、
内
側
に
は

裏
が
付
け
ら
れ
、
外
側
に
は
絵
画
や
他
の
方
法
で
装
飾
が
施
さ

れ
た
様
で
あ
る
。
か
か
る
容
器
を
、
フ
ッ
テ
ラ
ー
ル
（
享
ａ
量
－
）

と
称
し
、
そ
の
製
作
者
を
、
フ
ソ
テ
ラ
ｉ
ル
マ
ッ
ヘ
ル
（
勺
巨
－

箒
；
－
昌
竃
プ
ｇ
）
と
呼
ん
だ
の
で
あ
る
。

　
よ
り
古
い
手
工
業
に
独
得
な
る
、
職
業
分
割
へ
の
傾
向
に
あ

つ
て
は
、
ニ
ュ
ー
ル
ン
ベ
ル
ク
（
ｚ
旨
冒
訂
お
）
及
び
ア
ウ
グ

ス
ベ
ル
グ
（
＞
目
胴
毒
汀
お
）
ひ
如
き
、
個
々
の
可
な
り
大
な
る

都
会
に
あ
つ
て
は
、
独
立
の
容
器
製
作
者
が
擾
頭
し
て
い
る
の

を
見
受
け
て
、
決
し
て
驚
い
て
は
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
ニ
ュ
ー

ル
ン
ベ
ル
ク
（
７
冒
冒
牙
轟
）
に
於
い
て
は
、
千
六
百
二
十
一
年

に
、
製
本
者
と
容
器
製
作
者
と
が
、
一
の
同
業
組
合
に
連
合
し

た
の
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
、
　
「
製
本
屋
か
ら
は
、
此
の
合
同
に

よ
つ
て
、
容
器
製
作
者
の
彼
等
の
古
い
権
利
に
就
い
て
は
、
何

物
も
引
き
去
ら
れ
て
は
な
ら
ぬ
」
　
（
ｚ
・
昌
牙
｝
ｇ
ｏ
＆
…
轟
一

＞
ｐ
；
己
目
ｃ
・
い
．
）
。
干
六
百
六
十
七
年
、
次
の
こ
と
が
規
定
さ

れ
て
い
る
、
　
「
是
と
並
ん
で
、
製
本
屋
の
手
工
業
を
正
規
に
学

ば
ず
し
て
、
親
方
作
業
を
完
成
せ
ぬ
も
の
は
、
何
人
に
も
、
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
（
六
〇
三
）



、

　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
巻
・
第
五
号
）

後
は
、
容
器
と
鏡
の
製
作
と
は
、
も
は
や
許
可
さ
れ
ぬ
。
人
は
、

そ
の
間
に
、
次
の
こ
と
を
経
験
す
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
。
即

ち
、
容
器
の
製
作
か
ら
だ
け
で
は
、
一
人
の
手
工
業
者
は
、
製

本
に
於
い
て
見
る
様
に
は
、
殆
ど
生
活
を
支
え
る
こ
と
が
出
来

な
い
の
で
あ
る
。
ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
グ
（
＞
寡
げ
胃
岬
）
に
於
い
て

も
亦
、
千
六
百
三
十
六
年
に
、
独
立
の
容
器
製
作
者
が
現
は
れ
、

而
し
て
、
独
自
の
手
工
業
の
権
利
を
要
求
す
る
に
至
つ
た
の
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
に
対
レ
て
、
此
の
都
市
の
製
本
屋
の
同
業
組

合
は
、
成
果
を
以
つ
て
、
次
の
こ
と
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
、

有
史
以
来
、
独
逸
及
び
ヴ
エ
ル
シ
ュ
ラ
ン
ド
（
ミ
ら
奉
巨
昌
エ
）

に
於
い
て
、
並
ぴ
に
、
プ
ラ
ー
グ
（
手
素
）
、
ヴ
ヱ
ニ
ス
（
く
ｏ
・

己
完
一
く
ｏ
芦
ｏ
ま
困
）
、
ヴ
ィ
ー
ン
（
く
げ
目
目
ど
４
≦
ｏ
冒
）
、
ミ
ュ
ン

ヘ
ン
（
…
（
巨
｛
昌
）
等
の
如
き
周
辺
の
大
都
市
及
び
首
都
に

於
い
て
は
、
容
器
製
作
の
技
術
は
、
製
本
者
に
よ
つ
て
営
ま
れ

て
い
る
」
。
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
（
書
旨
｝
ｇ
）
に
於
い
て
は
、
製
本

者
は
、
ボ
ー
ル
箱
製
作
者
と
共
に
、
一
の
組
合
に
属
し
、
第
十

七
世
紀
末
期
か
ら
、
「
製
本
者
及
ぴ
ケ
ー
ス
製
作
者
」
と
云
う
、

二
重
の
名
称
が
、
一
般
に
普
通
と
な
つ
て
来
た
の
で
あ
る
。

一
二
（
六
〇
四
）


